研究ノート：保育者養成カリキュラムにおける確かな学び構築の試み　ー専門家として保育者を育てる（２）「保育課程論」を事例にー by An Attempt to Build a Positive Learning System on Curriculum for Training Course of Teacher in Early Childhood Education and Care ― For Training Teachers in Early Childhood Education and Care as Professionals (2) A Case Study in the “Early Childhood Educational Curriculum” ―福伊,智
6はじめに
本稿は，「保育，とりわけ乳幼児期の保育を担う専門家として保育者を育てる道筋を，養成校の
教員として改めて描きなおす」研究の一環であり，拙著「保育者養成カリキュラムの課題と展望
―専門家として保育者を育てる（1）―」 1 に続くものである。保育者を専門家として養成する
ことの展望と必要性，課題については，前著で述べた。その後，『幼稚園教育要領』『保育所保育指
針』および『幼保連携型認定こども園教育・保育要領』の同時改訂，そして幼稚園教諭，保育士養
成課程の改訂を経て，保育者養成はまた新たな時代に入ろうとしている。
一方，専門家としての実践家の養成において必要なのは，理論の実践化であり，実践の理論化で
あるが，実務家登用の促進や「実践力」強調の下で進行しているのはむしろ，理論と実践の乖離と
いう現実もある。養成教育における，知識基礎に基づく確かな学びの構築が急務である。
本稿では，保育者養成カリキュラムにおける確かな学びの構築に向けた取り組みを，筆者が担当
する授業科目「保育課程論」（2019 年度より「幼児教育課程論」）を事例に試みている。なおいう
までもないことではあるが，養成教育を担う授業者として，ここで提示する枠組みは，いわば日々
更新中のものであり，その意味で暫定的なものであるが，ここに記すことで，学生とともに成長し
つづけるステップとしたい。
Ⅰ　免許・資格制度の改訂と保育者養成の枠組み
今次改訂された『幼稚園教育要領』 2 には「前文」が新設され，小・中・高等学校と同様の文言
で育みたい「資質・能力」が規定され，小学校教育との接続を意識して，「幼児期の終わりまでに育っ
てほしい姿」が示された。幼稚園教育を学校教育の基礎として位置づけることが明確にされている。
このことは保育所，幼保連携型認定こども園にも当てはまる。改訂された『保育所保育指針』では，
乳児保育の充実を図ると同時に，（幼保連携型認定こども園とともに）「幼児教育施設」の一つとし
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7て自らを位置づけているのである 3。
また，改訂された『幼稚園教育要領』では，社会に開かれた教育課程の実現を目指して，カリキュ
ラム・マネジメントの実施が提示された。社会で子どもを育てるための連携を図るとともに，教育
機関としての自らの役割と責任を果たすことが求められている。このことは，保育所，幼保連携型
認定こども園についても同じである。そして，こうした動向は，「乳幼児期の保育を担う専門家と
しての保育者」の養成がますます必要とされていることのあらわれといってよい。
さて，幼稚園教諭養成課程では，大学・短大において，「教職課程認定基準」の要件を満たすこ
とが求められる（表 1）。一方，保育士養成課程では，厚生労働大臣の指定する「指定保育士養成施設」
において，「児童福祉法施行規則第 6 条の 2 第 1 項第 3 号の指定保育士養成施設の修業教科目及び
単位数並びに履修方法」を満たすことが求められる（表 2）。従って，両課程を通じて「乳幼児期
の保育を担う専門家としての保育者」を育てるには，その両方を満たさなければならない（表 3）。
表 1，表 2 にあるようなこのたびの改訂は，保育者養成の新たな時代へのシフトを示しているが，
この改訂を拙著 4 で示した「保育者養成カリキュラム　思考マトリクス」に反映させると図 1 のよ
うになる。幼稚園教諭養成課程における「教科に関する科目」，保育士養成課程における「保育の
表現技術」などにおいて科目枠組みの修正が必要となるが，その修正を加えた上で引き続き，「乳
幼児期の保育を担う専門家として保育者を育てる道筋」を思考する基本マトリクスとして据えてお
く。本稿では，その内容を養成課程においてどのように学ぶことが求められるのかを，筆者が担当
する授業「保育課程論」（2019 年度より「幼児教育課程論」）を事例に提示したい。
現　行
科目区分等 各科目に含めることが必要な事項 最低修得単位数
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????????
????????????
教職の意義及び教員の役割
2
教員の職務内容（研修，服務及び
身分保障等を含む。）
進路選択に資する各種の機会の提
供等
?????????????
教育の理念並びに教育に関する歴
史及び思想
6
幼児，児童及び生徒の心身の発達及び学
習の過程（障害のある幼児，児童及び生
徒の心身の発達及び学習の過程を含む。）
教育に関する社会的，制度的又は
経営的事項
?
?
?
?
?
?
?
?
?
? ????
教育課程の意義及び編成の方法
18保育内容の指導法
教育の方法及び技術（情報機器及
び教材の活用を含む。）
?????
???
?
?
?
?
?
?
?
? ?????
幼児理解の理論及び方法
2
教育相談（カウンセリングに関する基
礎的な知識を含む。）の理論及び方法
教育実習 5
教職実践演習 2
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?
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2019 年度以降
科目区分 各科目に含めることが必要な事項 最低修得単位数
????????? ??
領域に関する専門的事項
16
保育内容の指導法（情報機器及
び教材の活用を含む。）
??????????????
教育の理念並びに教育に関する
歴史及び思想
10
教職の意義及び教員の役割・職務
内容（チーム学校運営への対応を
含む。）
教育に関する社会的，制度的又は
経営的事項（学校と地域との連携
及び学校安全への対応を含む。）
幼児，児童及び生徒の心身の発
達及び学習の過程
特別の支援を必要とする幼児，
児童及び生徒に対する理解
教育課程の意義及び編成の方法
（カリキュラム・マネジメント
を含む。）
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教育の方法及び技術（情報機器
及び教材の活用を含む。）
4
幼児理解の理論及び方法
教育相談（カウンセリングに関
する基礎的な知識を含む。）の
理論及び方法
??????
教育実習（学校インターンシッ
プ（学校体験活動）を 2単位ま
で含むことができる。）
5
教職実践演習 2
????? ?? ?
14
計 51
表 1　幼稚園教諭一種免許状取得要件科目
8現　行
厚生労働省告示による教科目等
系列 教科目 授業形態 開設単位数
???????????????????????
保育の本質・
目的に関す
る科目
保育原理 講義 2
教育原理 講義 2
児童家庭福祉 講義 2
社会福祉 講義 2
相談援助 演習 1
社会的養護 講義 2
保育者論 講義 2
保育の対象
の理解に関
する科目
保育の心理学Ⅰ 講義 2
保育の心理学Ⅱ 演習 1
家庭支援論 講義 2
子どもの保健Ⅰ 講義 4
子どもの保健Ⅱ 演習 1
子どもの食と栄養 演習 2
保育の内容・
方法に関す
る科目
保育課程論 講義 2
保育内容総論 演習 1
保育内容演習 演習 5
乳児保育 演習 2
障害児保育 演習 2
社会的養護内容 演習 1
保育相談支援 演習 1
保育の表現
技術
保育の表現技術 演習 4
保育実習
保育実習指導Ⅰ 演習 2
保育実習Ⅰ 実習 4
総合演習 保育実践演習 演習 2
必修科目　計 51
?
?
?
?
?
??
?
?
?
?
?
? ???????????
保育の本質・目的に関する科目
15以上
保育の対象の理解に関する科目
保育の内容・方法に関する科目
保育の表現技術
保育実習 3以上
選択必修科目　計 18以上
合計 79以上
2019 年度以降
厚生労働省告示による教科目等
系列 教科目 授業形態 開設単位数
???????????????????????
保育の本質・
目的に関す
る科目
保育原理 講義 2
教育原理 講義 2
子ども家庭福祉 講義 2
社会福祉 講義 2
子ども家庭支援論 講義 2
社会的養護Ⅰ 講義 2
保育者論 講義 2
保育の対象
の理解に関
する科目
保育の心理学 講義 2
子ども家庭支援の心理学 講義 2
子どもの理解と援助 演習 1
子どもの保健 講義 2
子どもの食と栄養 演習 2
保育の内容・
方法に関す
る科目
保育の計画と評価 講義 2
保育内容総論 演習 1
保育内容演習 演習 5
保育内容の理解と方法 演習 4
乳児保育Ⅰ 講義 2
乳児保育Ⅱ 演習 1
子どもの健康と安全 演習 1
障害児保育 演習 2
社会的養護Ⅱ 演習 1
子育て支援 演習 1
保育実習
保育実習指導Ⅰ 演習 2
保育実習Ⅰ 実習 4
総合演習 保育実践演習 演習 2
必修科目　計 51
?
?
?
?
?
??
?
?
?
?
?
? ???????????
保育の本質・目的に関する科目
15以上保育の対象の理解に関する科目
保育の内容・方法に関する科目
保育実習 3以上
選択必修科目　計 18以上
合計 79以上
保育士資格
厚生労働省告示による教科目等
系列 教科目 開設単位数
必 修 科
目
保育の本質・
目的に関する
科目
保育原理 2
教育原理 2
子ども家庭福祉 2
社会福祉 2
子ども家庭支援論 2
社会的養護Ⅰ 2
保育者論 2
保育の対象の
理解に関する
科目
保育の心理学 2
子ども家庭支援の心理学 2
子どもの理解と援助 1
子どもの保健 2
子どもの食と栄養 2
保育の内容・
方法に関する
科目
保育の計画と評価 2
保育内容総論 1
保育内容演習 5
保育内容の理解と方法 4
乳児保育Ⅰ 2
乳児保育Ⅱ 1
子どもの健康と安全 1
障害児保育 2
社会的養護Ⅱ 1
子育て支援 1
保育実習
保育実習指導Ⅰ 2
保育実習Ⅰ 4
総合演習 保育実践演習 2
選択必
修科目
18以上
計 79以上
幼稚園教諭一種免許状
施行規則に定める科目区分等
科目区分 各科目に含めることが必要な事項
最低修得
単位数
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
領域に関する専門的事項
16
保育内容の指導法（情報機器及び教
材の活用を含む。）
??????????????
教育の理念並びに教育に関する歴史
及び思想
10
教職の意義及び教員の役割・職務内
容（チーム学校運営への対応を含む。）
教育に関する社会的，制度的又は経
営的事項（学校と地域との連携及び
学校安全への対応を含む。）
幼児，児童及び生徒の心身の発達及
び学習の過程
特別の支援を必要とする幼児，児童
及び生徒に対する理解
教育課程の意義及び編成の方法（カ
リキュラム・マネジメントを含む。）
???
?????????
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
??
? ?????????
教育の方法及び技術（情報機器及び
教材の活用を含む。）
4幼児理解の理論及び方法
教育相談（カウンセリングに関する基
礎的な知識を含む。）の理論及び方法
?
?
?
?
?
?
?
? ?
教育実習（学校インターンシップ（学校体
験活動）を 2単位まで含むことができる。）
5
教職実践演習 2
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
14
計 51
保育 総合
保育士資格 実習 演習
保育原理・社会福祉 社会的養護Ⅰ 保育の心理学・子どもの保健 子ども家庭 保育の計画と評価 保育内容演習 乳児保育Ⅰ・Ⅱ 子育て支援 保育実習Ⅰ 保育
子ども家庭福祉・ 子ども家庭支援論 子どもの理解と援助 支援の心理学 保育内容総論 保育内容の理解と方法 障害児保育 社会的養護Ⅱ保育実習指導Ⅰ 実践
保育者論・教育原理 　 子どもの食と栄養 　 子どもの健康と安全 　 演習
思想的・歴史的理解
社会的・制度的理解
人間（人権）尊重力
カウンセリングマインド
協働力
自己成長力
社会人力
子ども理解力
特別支援力
保育企画力 　
あそび指導力
保育技能
家庭支援力
連携構築力
（社会的養護力　含）
保育者論・ 　 教育心理学 　 幼児教育課程論 保育の内容 教育の方法と技術 　 教職
　 教育原理・ 特別支援教育論 保育内容総論 保育内容の指導法 子ども理解の理論と方法 　 実践
教育の制度と経営 　 　 　 子どもの発達と教育相談 　 演習
　
幼稚園教諭免許状
※　保育士資格については、必修科目のみを表示している。
※　幼稚園教諭免許状の「教育の理念並びに教育に関する歴史及び思想」「教職の意義及び教員の役割・職務内容（チーム学校運営への対応を含む。）」「教育に関する社会的、制度的又は経営的事項
　　（学校と地域との連携及び学校安全への対応を含む。）」「幼児、児童及び生徒の心身の発達及び学習の過程」「特別の支援を必要とする幼児、児童及び生徒に対する理解」「教育課程の意義及び編成の方法
　　（カリキュラム・マネジメントを含む。）」については、便宜的に筆者の勤務校における開設科目を表示している。
図１　保育者養成カリキュラム　思考マトリクス
保育の本質・目的 保育の対象の理解
に関する科目 に関する科目
子どもの
最善の利
益の尊重
と増進
保育者
である
ために
「育ち」
を支援
するた
めに
「育て」
を支援
するた
めに
道徳、総合的な学習の時間等の
指導法及び生徒指導、教育相談
等に関する科目
教育実践に関す
る科目
保育の内容・方法に関する科目
領域及び保育内
容の指導法に関
する科目
教育の基礎的理解に関する科目
教育実習
 図 1　保育者養成カリキュラム　思考マトリクス
表 2　保育士資格取得要件科目 表 3　幼稚園教諭免許状・保育士資格取得要件科目
9Ⅱ　授業「保育課程論」をつくる
1）「保育課程論」を学ぶ―キーコンセプトからキーワードを―
表 4　「教育課程の意義及び編成の方法（カリキュラム・マネジメントを含む。）」と「保育の計画と評価」の目標・内容
ここで取り上げる「保育課程論」という科目は，免許・資格制度上，幼稚園教諭養成課程における「教
育課程の意義及び編成の方法（カリキュラム・マネジメントを含む。）」と，保育士養成課程におけ
る「保育の計画と評価」（講義 2 単位）の双方に該当するものとして開講する科目である。「教育課
程の意義及び編成の方法（カリキュラム・マネジメントを含む。）」としては表 4 にあるような一般
目標及び到達目標を満たすことが求められ，「保育の計画と評価」としては，同じく表 4 にある目
標と内容を満たすことが求められているが，それらからは，養成すべき保育者の五つの側面が立ち
上がってくる。
保育士養成課程
科　目 保育の計画と評価（講義：2単位）
目　標
1．保育の内容の充実と質の向上に資する保育
の計画及び評価について理解する。
2．全体的な計画と指導計画の作成について，
その意義と方法を理解する。
3．子どもの理解に基づく保育の過程（計画・
実践・記録・省察・評価・改善）について，そ
の全体構造を捉え，理解する。
内　　容
（1）保育の計画と評価の基本
1）カリキュラムの基礎理論
2）保育における計画と評価の意義
3）子どもの理解に基づく保育の過程（計画・実践・記録・省察・
評価・改善）の循環による保育の質の向上
（2）保育所における保育の計画
1）保育所保育指針，幼稚園教育要領，幼保連携型認定こども園
教育・保育要領の内容及び社会的背景
2）保育所保育指針における保育の目標と計画の基本的考え方
3）全体的な計画と指導計画の関係性
4）全体的な計画の作成
5）指導計画（長期的・短期的）の作成
6）指導計画作成上の留意事項
7）計画に基づく保育の柔軟な展開
（3）保育所における保育の評価
1）保育の記録及び省察
2）保育士及び保育所の自己評価
3）保育の質向上に向けた改善の取組
4）生活と発達の連続性を踏まえた保育所児童保育要録
幼稚園教諭養成課程
各科目に含めるこ
とが必要な事項
教育課程の意義及び編成の方法
（カリキュラム・マネジメントを含む。）
一般目標
1．学校教育において教育課程が有する役割・
機能・意義を理解する。
2．教育課程編成の基本原理及び学校の教育実
践に即した教育課程編成の方法を理解する。
3．教科・領域・学年をまたいでカリキュラム
を把握し，学校教育課程全体をマネジメントす
ることの意義を理解する。
到達目標
（1）教育課程の意義
1）学習指導要領・幼稚園教育要領の性格及び位置付け並びに教
育課程編成の目的を理解している。
2）学習指導要領・幼稚園教育要領の改訂の変遷及び主な改訂内
容並びにその社会的背景を理解している。
3）教育課程が社会において果たしている役割や機能を理解して
いる。
（2）教育課程の編成の方法
1）教育課程編成の基本原理を理解している。
2）教科・領域を横断して教育内容を選択・配列する方法を例示
することができる。
3）単元・学期・学年をまたいだ長期的な視野から，また幼児，
児童及び生徒や学校・地域の実態を踏まえて教育課程や指導計画
を検討することの重要性を理解している。
（3）カリキュラム・マネジメント
1）学習指導要領に規定するカリキュラム・マネジメントの意義
や重要性を理解している。
2）カリキュラム評価の基礎的な考え方を理解している。
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第一に，カリキュラムデザイナーとしての保育者。保育を意図的，計画的な営みとしてデザイン
する力が保育者に求められている。第二に，学び・育ちのファシリテーターとしての保育者。子ど
もたちにとって魅力的な環境を構成するなどして，学びや育ちを支援する力が保育者に求められて
いる。第三に，保育内容の探究者としての保育者。より豊かな学びや育ちのためには，常に保育内
容を探究する姿勢が保育者に求められる。第四に，社会で子どもを育てる責任を担う専門家として
の保育者。カリキュラムをマネジメントすること，あるいは連携や接続を通して，社会で子どもを
育てる役割と責任を専門的に担うことが保育者に求められている。そして第五に，反省的実践家とし
ての保育者。評価・理解・省察を通して，保育を高めつつ成長し続けることを保育者は求められている。
それらの養成に迫れるよう，科目の内容を次のような四つの領域に整理し，授業を構成している。
なお，カッコ内の数字は，表 4 の「一般目標」と「到達目標」および「目標」と「内容」のうちで
その領域に関連するものを示している。
（1）カリキュラムデザインの原理
幼：一般目標 1　到達目標 1-1，1-2，1-3
保：目標 1　内容 1-1，1-2，2-1，2-2
→　保育における計画とは何か。意義や意味，機能について理解する。
（2）カリキュラムの編成・展開プロセス
幼：一般目標 2　到達目標 2-1，2-3
保：目標 3　内容 1-1
→　教育課程／全体的な計画の編成・展開プロセスについて理解する。
（3）指導計画／指導案の作成・実施・省察評価
幼：一般目標 2　到達目標 2-2
保：目標 2　内容 2-3，2-5，2-6，2-7，3-1
→　指導案・指導計画の作成・実施・省察について理解する。
（4）社会のなかの保育カリキュラム
幼：一般目標 3　到達目標 3-1，3-2
保：目標 2　内容 2-4，3-2，3-3，3-4
→　カリキュラムをマネジメントすることについて理解するとともに，連携や接続などを通して
保育カリキュラムを社会的文脈の中でとらえる。
このような内容に即して，学ぶべき知識基礎として今年度（2018）は，表 5 に示すような「キー
ワード」が抽出された。
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表５　「保育課程論」キーワード一覧　－ 2018－
持続可能な社会の創り手 教育課程 「幼稚園教育要領」
教師との信頼関係に 
支えられた生活
措置（施設） 保育者の援助・配慮
社会に開かれた教育課程 全体的な計画 「保育所保育指針」
関心や興味に基づいた直接的な
体験が得られる生活
利用（施設） 生活・あそび・活動
幼児期の教育における見方・ 
考え方
子どもの主体性 教育課程編成の手順
友だちと十分にかかわって 
展開する生活
告示 集団あそび
育みたい資質・能力 保育の計画性 地域の幼児教育センター 子どもの主体性と指導の計画性 子どもの姿 好きなあそび
幼稚園幼児指導要録 保育者の意図性 環境を通して行う教育 予想される子どもの姿 ねらい 総合的な活動
保育所児童保育要録 受動的主体性 「子どもの権利条約」 指導計画の展開プロセス （活動）内容 集まり
子どもの最善の利益を尊重する 反省的実践家 「全国保育士会倫理綱領」 予想＝心の動きをとらえる視点 環境構成 保育記録＝公文書
子どもの育ちを支える 「教育基本法」 経験カリキュラム 子ども理解（あそびへの取り組み） 行事 事実の記録
保護者の子育てを支える 「学校教育法」 教科カリキュラム 子ども理解（友だちとの関わり） 子ども理解 解釈の記録
子どもと子育てにやさしい社会を
つくる
「児童福祉法」 アプローチカリキュラム 指導計画＝仮説・未完のシナリオ 予想 反省評価
子ども＝人間、未来を生きる人間 「認定こども園法」 スタートカリキュラム かかわりのなかで理解する 意図 集団づくり
幼児期にふさわしい生活の展開 養護と教育 P-D-C-Aサイクル 主体的・対話的で深い学び 見通し 私的集団
遊びを通しての総合的な指導 発達保障 P-D-S-Iサイクル
（育つことが期待される）心情・
意欲・態度
保育者の役割 公的集団
一人一人の特性、発達に応じた
指導
生きる権利 U-D-D-Rサイクル
「幼保連携型認定こども園教育・
保育要領」
早期教育 指導案
知識及び技能の基礎 育つ権利 子どもの発達に合った環境
文部省・厚生省両省局長通知
（1963年）
無案保育 自立
思考力、判断力、表現力等の基礎 守られる権利 子どもが主体的に動ける環境
できなかったことができるように
なる楽しさ
あそび 自律
学びに向かう力、人間性等 参加する権利 したいことをする楽しさ
考えだし、工夫し、創り出す 
楽しさ
領域 模倣
幼児期の終わりまでに育って 
ほしい姿
小 1プロブレム 全力で活動する楽しさ 人のためになることをする楽しさ 評価 保育所の役割
カリキュラム・マネジメント 幼保小連携 存在を認められる楽しさ 好きな人とともにある楽しさ （学びの）接続 連携
様々な興味関心を引き出せる環境 共感する楽しさ よりよいものに出会う楽しさ 知らなかったことを知る楽しさ あそび理解 生きる力の基礎
「やってみよう！」が育つ環境 第三者評価 フィードバック過程 評価と実践の一体化 短期指導計画 長期指導計画
保育実践の可視化 学校関係者評価 カリキュラム ヒドゥン・カリキュラム 　 　
2）「保育課程論」を確かに学ぶ―キーワードでキーセンテンスを
キーセンテンスをコンテキストに―
次に，学びを確かなものとするため，領域ごとに次のようなキーセンテンスを設定した。
（1）カリキュラムデザインの原理
…「楽しくなければ保育じゃない ! !」
（2）カリキュラムの編成・展開プロセス
…「やってみよう！を育み，励ます～いきいき・のびのび・どきどきして，わくわく～」
（3）指導計画／指導案の作成・実施・省察評価
…「子どもたちが自ら育つ　子どもたちのなかで育つ」
…「成長する子どもたちに寄り添う成長し続ける保育者に」
（4）社会のなかの保育カリキュラム
…「社会で子どもを育むという未来づくりを担う役割と責任」
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これらのキーセンテンスについてディスカッションしたり，考えあったりしながらキーワードを
つないでいく。それと同時に，具体的な事例検討やグループワークに取り組んでみることで，学び
を確かなものにしていくのである。
今年度は例えば，文部科学省『幼児理解と評価』 5 の中の事例についてのディスカッションや実
習におけるエピソード記述の検討，あるいは NHK for school 新・ざわざわ森のがんこちゃんの番
組「たのしいおと」 6 から発想を広げて，主体的，協働的な（直接的）体験をキーワードに模擬保
育を構想するグループワークなど。これらを通して，知識の意味を創りだすとともに，コンテキス
トに根差し，生かされる知識とするよう取り組んできた。まさに「学んだことをできることへ」で
きればと願っている。
Ⅲ　確かな学びのための「学びの三層構造」
以上のように，知識基礎に基づく確かな学びの構築を目指して，知識基礎をベースとした三つの
層によって学びを構築する。三つの層とはすなわち，①キーワードに象徴される基礎概念を学ぶ「知
識基礎の層」であり，②キーワードをつなぐことで意味を創出する「意味の層」であり，③それを
コンテキストに埋め込み，生かす「コンテキストの層」である（図 2）。
保育実習 総合演習
思想的・歴史的理解
社会的・制度的理解
人間（人権）尊重力
カウンセリングマインド
協働力
自己成長力
社会人力
子ども理解力
特別支援力
保育企画力
あそび指導力
保育技能
知識基礎の層
意味の層
コンテキストの層
教育の基礎的理解に関する科目 領域及び保育内容の指導法に関する科目
家庭支援力
連携構築力
「育て」を
支援するた
めに
「育ち」を
支援するた
めに
保育者であ
るために
子ども
の最善
の利益
の尊重
と増進
保育の内容・方法の理解に関する科目
教育実践に関する科目
保育の本質・目的に関する科目 保育の対象の理解に関する科目
道徳、総合的学習の時間等の指導法及び生徒指導、教育相談等に関する科目
図 2　保育者養成カリキュラム　思考概念図
おわりに
本稿では，筆者が担当している「保育課程論」で試みている確かな学び構築の試みについて概要
を提示した。育つことへの畏敬の念をもって寄り添うことを基本とする保育において働きうるのは，
科学的・学問的知を基礎としつつ，コンテキストに根差して発揮されるアートないし創造性として
の実践力でなければならない。そのような力を養成していくには，ここで概要を示したような学び
に加え，実習などを中心とする実践的な学びとそれとを行ったり来たりしながら学んでいくことが
重要であると筆者は考えている。
では，実習などにおける実践的な学びとどのようにつないでいくか。稿を改めて論じたい。
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